
(1)2011年 (平成23年 )5月 10日      白 門 経 友 会 第 45号

第21回 自門経友会 定期総会のご案内
会員各位

白門経友会 会長 松丸 和夫
拝啓

皆様方におかれましては、ご健勝にてご活躍の事とお慶び申し上げます 3

さて 下記の通り、2011年 度 (平成23年度)の定期総会を開催いたしますのでご多忙中誠に恐縮です
がご出席下さいますようお願い申し上げます。

尚 総会・記念講演会終了後に懇親会を予定しておりますので、併せてご出席頂きたくご案内申し上げます3
敬具

日己

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
桜
が
終
わ
り
、

新
緑
の
季
節
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

去
る
三
月
十

一
日
、
東
日
本
大
震

災
が
勃
発
し
、
未
だ
先
行
き

の
見
通

し
が

つ
か
な

い
状
況
が
続

い
て
お
り

ま
す
。

こ

の
大
震
災

で
は
多

く

の

方

々
が
犠
牲
者
と
な
り
ま
し
た
。
会

員
の
方

々
の
中
に
も
ご
本
人
や
お
知

り
合

い
の
方
が
被
災
さ
れ
た
方
も
多

く

い
ら
し

ゃ
る

の
で
は
と
思

い
ま

す
。

′ヽし、
よ
り
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
、

哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。
又

一
日
で

も
早
い
復
興
を
念
じ
て
お
り
ま
す
。

中
央
大
学
で
は
、
卒
業
式

・
入
学

式
を
自
粛

し

て
中
止
と
致

し
ま
し

た
。新
年
度
を
迎
え
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
は
例
年
よ
り

一
週
間
程
遅
れ
て
桜

の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
入
学
式
が

中
止
と
な
り
、
華
や
い
だ
雰
囲
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
心
休
ま

る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

桜
が
終
わ
り
、
萌
黄
色
に
包
ま
れ
、

今
は
新
緑

へ
と
色
濃
く
な

っ
て
お
り

ま
す
。
学
生
達
も
新
し
い
学
期
を
迎

え
心
新
た
に
学
業
に
励
ん
で
お
り
ま

す
。こ
の
様
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す

が
総
会

の
時
に
は
母
校
を
お
訪
ね
頂

き
、
和
や
か
な
ひ
と
時
を
お
過
ご
し

下
さ
い
。

後
輩

の
姿

に
接
す

る

こ
と

に
よ

り
、
今
後

の
活
動

へ
向
け
て
心
の
支

え

に
成

る
こ
と
を
念

じ

て
お
り
ま

す
。

1。 日時 6月 4日 (土)午 後 2時開会
(6月 第 1土曜日が定例となっております。)

2.場所 中央大学多摩キャンパス
7号館  7103号 室

3。 予定 14:00～ 14三 30 定期総会
平成22年度事業報告・決算報告

平成23年度事業計画・予算案

その他

14三 40～ 16三 10 記念講演
講師 渡辺俊彦 教授
演題 中国・ナショナルリズムの事情 (仮題)

16三 30～ 18:30 懇親会
懇親会費 7,000円

但し ゼミ学生は無料です。

13:00よ り 幹事会を開催いたしますので、
役員の方は 13時迄にご参集下さい。

4。

5。

①

②

③
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第
１
号
議
案

２
０
１
０
年
度
活
動
報
告

Ｉ
　
会
議

１
　
２
０
１
０
年
度
定
期
総
会

日
時
　
２
０
１
０
年

（平
成
２２
年
）

６
月
５
日

（土
）
１４
時

場
所
　
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

３
２
０
号
室

議
案第
１
号
議
案

２
０
０
９
年
度
活
動
報
告
及

び
収
支
報
告
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

２
０
１
０
年
度
活
動
計
画
及
び

会
計
予
算
案
承
認
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

そ
の
他
報
告
事
項

常
任
幹
事
に
立
川
市
役
所
勤
務

の

栗
原
氏
が
就
任

以
上
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
内
田

猛
男
教
授
に
よ

り

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
中
の
中
央

大
学
」
と
の
演
題
で
講
演
を
頂
き
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行

っ
た
。

つ
い
で
会
場
を
３
３
０
号
室
に
移

し
、懇
親
会
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
　
幹
事
会

①

２
０
１
０
年
６
月
５
日

（土
）

第
２０
回
総
会
の
議
案
を
審
議
、

承
認

②

２
０
１
０
年
１２
月
１０
日

（金
）

箱
根
湯
本
温
泉
ホ
テ
ル

「
お
か

だ
」
で
行
い
諸
行
事
の
承
認

３
　
常
任
幹
事
会

①
２
０
１
０
年
４
月
２２
日

（本
）

②
２
０
１
０
年
５
月
１８
日

（火
）

③
２
０
１
０
年
６
月
５
日

（土
）

④
２
０
１
０
年
７
月
２２
日

（木
）

⑤
２
０
１
０
年
９
月
２２
日

（水
）

⑥
２
０
１
０
年
１０
月
２８
日

（木
）

⑦
２
０
１
０
年
１２
月
１０
日

（金
）

③
２
０
１
１
年
１
月
１７
日

（月
）

⑨
２
０
１
１
年
２
月
２２
日

（火
）

⑩
２
０
１
１
年
３
月
２４
日

（火
）

休
会
　
以
上
９
回
開
き
ま
し
た
。

Ⅱ
　
行
事

１
　
学
部
授
業

「キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
へ
の
協
力

今
年
度
は
経
友
会
会
長

の
松
丸

和
夫
教
授
の
も
と
２
０
１
０
年
９

月
２０
日
か
ら
２
０
１
１
年
１
月
１７

日
の
期
間
で
、
全
１４
回
の

「
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
レ
」
の
授
業
が
行
わ

れ
、
経
友
会
（
ら
西
藤
輝
氏
、
千

葉
千
枝
子
氏
、
高
田
圭
悟
氏
以
上

の
３
名
の
講
師
が

「学
外
授
業
特

別
協
力
者
」
と
し
て
講
義
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

最
終
回
の
講
義
終
了
後
、
経
友
会
を

中
心
に
講
師
、
宇
生

・
教
職
員

・
学

員
で
懇
談
会
を
イー
い
ま
し
た
。
以
上

２
　
学

部

授

業
「イ
ン
タ
Ｊ

／
シ
ッ

プ
成
果
報
告
会
」
に
参
加

経
友
会
幹
事

の
鳥
居
伸
好
教
授

の

指
導

の
も
と
２
０
１
０
年
１１
月
２７

日
に
、
テ
レ
ビ
朝
日
代
表
取
締
役

早
河
洋
氏
の
講
演
を

い
た
だ
き
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
副
幹
事
長

の
佐
藤
文
博
教
授
も
協
力
さ
れ
、

会
場
は
受
講
者
で
埋
ま
り
、
内
容

も
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。

３
　
経
和
会
懇
親
会
に
参
加

２
０
１
０
年
４
月
２‐
日

（水
）
新

任
の
先
生
方

の
歓
迎
を
含
め
た
教

員
親
睦
会
で
あ
る
経
和
会
懇
親
会

に
招
待
さ
れ
参
加
し
た
。

４
　
中
央
大
学
創
立
１
２
５
周
年
記

念
式
典
及
び
経
済
学
部
企
画
の

「湧

水
を
中
心
と
し
た
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

の
生
態
系
保
全
と
ビ
オ
ト
ー
プ
の
確

立
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

２
０
１
０
年
Ｈ
月
１３
日

（土
）

Ⅲ
　
会
報

第
２
号
２
０
１
０
年
４
月
３０
日
発
行

卒
業
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
、
第

２０
回
総
会
案
内
等
掲
載

第
４３
号
２
０
１
０
年
１０
月
１５
日
発
行

第

２０
回
定
期
総
会
、
記
念
講

演
会
創
立
１
２
５
周
年
記
念

式
典
等
掲
載

第
４
号
２
０
１
１
年
２
月
８
日
発
行

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
授
業
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ
プ
授
業
、

松
浦
司
先
生
寄
稿
文
掲
載

Ⅳ
　
学
生

へ
の
呼
び
か
け

経
済
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合
会
、

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
学
生
運
営

委
員
会
、
先
生
方

の
ゼ
ミ
学
生
と

の
交
流
を
広
げ
る
た
め
、
常
任
幹

事
会
、
諸
行
事

へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

第
２
号
議
案

２
０
１
１
年
度
活
動
計
画
承
認
の
件

Ｉ
　
会
議

１
　
２
０
１
１
年
度
定
期
総
会

日
　
時
　
２
０
１
１
年
６
月
４
日

（上
）
１４
時

場
　
所
　
中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
７
号
館
７
１
０
３
号
室

総
会
終
了
後
、講
演
を
実
施
す
る
。

演
　
題
　
中
国

・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
事
情

（仮
題
）

講

師

渡

辺
俊

彦

教

授

専
門
分
野

「
政
治
学
」

略
　
歴
明
治
大
学
大
学
院
政
治
経
済
科

政
治
学
専
攻
　
修
士
課
程
修
了

同
大
学
同
研
究
科
政
治
学
専
攻

博
士
課
程
　
単
位
取
得
退
学

現
　
中
央
大
学
経
済
学
部
教
授

研
究
テ
ー
マ

一

・
近
代
再
編

の
思
想
と
中
国

・

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
政
治

・
市
場
経
済
社
会

へ
の
転
換
過

程
の
分
析
と
理
論
の
構
築

ニ
ー
ン
ェ
ル
・フ
ー
コ
ー
の
「近
代
論
」

２
　
幹
事
会

年
２
回
程
度
開
催
す
る
。

３
　
常
任
幹
事
会

年
１０
回
程
度
開
催
す
る
。

Ⅱ
　
行
事

１
　
学
部
授
業

「キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
へ
の
協
力

学
外
か
ら
と
会
員
よ
り
の
講
師

の

推
薦
を
経
友
会
と
し
て
協
力
す
る
。

２
　
学
部
行
事

「キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
へ
の
協
力

担
当
す
る
学
生
委
員
会
及
び
学
生

運
営
委
員
会
と
連
絡
を
と
り
全
面

的
に
協
力
す
る
。

３
　
白
門
経
友
会
２‐
年
目
を
む
か
え

会
員
同
士
の
親
睦
を
計
り
教
職
員

及
び
学
生
と
の
　
一父
流
を
深
め
る

行
事
を
行
う
。

Ⅲ
　
会
報
発
行

会
報

「白
門
経
友
会
」
を
年
３
回

発
行
す
る
。

Ⅳ
　
そ
の
他

１
　
白
門
経
友
会
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
の

立
ち
上
げ

２
　
入
会
呼
び
か
け
の
強
化



(3)2011年 (平成23年 )5月 10日 白 門 経 友 会 第 45号

第 1号議案 (2)2010年 度 決算報告書
自 2010年 4月 1日  至 2011年 3月 31日

以上の通りご報告申し上げます。

2011年 5月 9日

会  長 松 丸 和 夫  ⑪

幹 事 長 風 間 俊 範  ⑪

監  事 前 島 一 夫  ①

監  事 森 元 公 和  0‐

第2号議案 (2)2011年 度 予算案
自 2010年 4月 1日  至 2011年 3月 31日

収入の部 支出の部

科 目 金額 科 目 金額

前年度繰越金 1,173,021 総会費 270,600

会費収入 633.000 会報発行費用 802.460

総会費収入 133,000 他支部との交流費 0

寄付金収入 76,000 事務通信費 6.220

受取利虐、 振込手数料 21.400

会議費 0

教員・学生との交流費
1.470

雑費

次年度繰越金 913,181

△
口 計 2,015.331 計 2,015.331

(注)次年度繰越金の内訳

側三井住友銀行八王子支店 普通預金 294.586

腑ゆうちょ銀行 振替貯金 168,977

閉ゆうちょ銀行 通常貯金 449,618

/_N
計 913,181

収入の部 支出の部

科 目 金額 科 目 金額

前年度繰越金 913,181 総会パーティー費 150,000

会費収入 600,000 会報発行費用 600,000

総会費収入 210,000 他支部との交流費

寄付金収入 20,000 事務通信費 20,000

受取利′自、 振込手数料 30,000

会議費 20,000

学生との交流費 150,000

朱能警羹 100,000

次年度繰越金 673,681

〈
口 計 1,743,681 計

/_N 1,743,681



第 45号 白 友経
△

2011年 (平成23年 )5月 10日 (4)

恥
ず
か
し
な
が
ら
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
。

経
済
学
部

準
教
授

鳥
居
鉱
太
郎

「恥
ず
か
し
な
が
ら
帰

っ
て
参

り
ま
し
た
」
と
は
、　
一
九
七
二
年
に

ジ
ャ
ン
グ
ル
か
ら
帰
還
し
た
故
横
井

庄

一
氏

の
こ
と
ば
か
ら
流
行
語

に

な

っ
た
も

の
だ
そ
う
で
す
が
、
本
年

四
月
に
三
十
年
ぶ
り
の

「帰
校
」
を

さ
せ
て
い
た
だ

い
た
私
は
、内
心

「
は

た
し
て
こ
ん
な
Ｏ
Ｂ
で
い
い
の
か
」

と
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
白
門
を
く
ぐ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
あ

い
さ

つ
が
遅
れ
ま
し
た
が
、

新
任

の
鳥
居
鉱
太
郎
と
申
し
ま
す
。

名
前

の
鉱
太
郎
は
珍
し
い
気
が
し
ま

す
が
、
昭
和
初
期
に
同
姓
同
名

の
方

が
い
ら
し
た
そ
う
で
す
。
何
で
も
測

量
業
を
営
ん
で
い
た
祖
父
が
、
当
時

の
陸
軍
陸
地
測
量
部
の
関
係
で
い
ら

し
た
方

の
お
名
前
を
頂
戴

し
た
と

か
。
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
知
ら
な

い

の
で
す
が
、
父
親
ま
で
二
代
続

い
た

家
業
を
継
ぐ
こ
と
は
な
く
、
国
際
経

済
学
を
学
び
、
な
ぜ
か

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
ー
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
の
仕
事
に
就

い

て
、
こ
れ
ま
で
情
報
科
学
分
野
を
あ

ち
こ
ち
探
検
し
て
い
る
次
第
で
す
。

探
検
と

い
え
ば
学
生
時
代
は
探
検

部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
不

真
面
目
な
部
員
で
、
「体
力
強
化
週
間
」

で
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
パ
ス
し
て
い

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
四
年
生
に
な

っ

て
、
こ
の
ま
ま
山
霊
部
員
の
よ
う
で

も

い
け
な

い
と
、
今
か
ら
比
べ
る
と

の
ん
び
り
し
た
議
し
で
す
が
就
活
前

の
夏
休
み
に
、
丁
ン
大
き
な
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
を
実
行
し
て
み
よ
う
と
思

い
つ

き
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
五
十
８
バ

イ
ク
で
米
国
大
墜
横
断
」
で
す
。
自

分
で
は
不
可
能
∵
挑
戦
、
と

い
う
意

気
込
み
で
し
た
ギ
、
計
画
を
部
の
み

ん
な
に
披
露
し
た
も

の
の
、
は
た
し

て
向
こ
う
で
バ
イ
ク
な
ど
買
え
る
の

か
、
そ
も
そ
も
直
線
距
離
で
も
五
千

キ
ロ
近

い
の
に
貧
弱
な

ロ
ー
ド
パ
ル

（当
時
、

ソ
フ
ィ
ア

・
ロ
ー
レ
ン
が

「
ラ
ッ
タ

ッ
タ
」
と
宣
伝
し
て
い
た
）

で
走
れ
る
の
か
、
な
ど
な
ど
、
不
安

満
載
の
ま
ま
出
発
と
な
り
ま
し
た
。

そ
う
い
え
ば
英
会
話
が
で
き
な
か
っ

た
、
な
ど
と
気
に
す
る
時
間
の
余
裕
も

な
く
渡
米
、
は
じ
め
て
の
飛
行
機
、
は

じ
め
て
の
海
外
と
い
う
、
引
き
こ
も
り

が
ち
だ

っ
た
私
に
し
て
は
よ
く
決
断

し
た
も

の
だ
と
今
で
も
不
思
議
に
思

い
ま
す
３
現
地
で
は
幸
運
が
続
い
た
の

で
し
ょ
う
、
誰
が
考
え
て
も
命
が
け
で

す
が
、
野
宿

の
旅
も
順
調
で
し
た
。

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
か
ら
寄
り
道
を
し
な
が

ら
七
千
三
百
キ
ロ
地
点
で

「
ラ
ッ
タ
ッ

タ
」
が
不
調
と
な
り
、
二
台
目
の
中
古

三
百
五
十
８
で
は
三
千
キ
ロ
を
走
破
し

て
西
海
岸

へ
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
こ

の
こ
ろ
に
な
る
と
、
バ
イ
ク
の
個
人
売

買
で
堂
々
と
渡
り
合
え
る
ほ
ど
に
成
長

し
た
自
分
に
び

っ
く
り
。
お
土
産
は
、

ア
メ
リ
カ
人
に

「
ク
レ
ー
ジ
ー
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
３
当
時
は
圧

倒
的
な
豊
か
さ
を
誇

っ
て

一‐何
で
も
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
」
と
い
う
彼
ら
を
仰
天
さ

せ
た
、
と
悦
に
入

っ
て
い
ま
し
た
。

大
事
な
誌
面
を
思

い
出
話
で
埋
め

て
し
ま

い
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
最
後
に
な

っ
て
し
ま

い
ま
し
た

が
、
母
校

へ
戻

っ
て
の
感
想
で
就
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て

い
た
だ
き
ま

す
。
よ
く
大
人
に
な

っ
て
か
ら
子
供

の
こ
ろ
遊

ん
だ
公
園
な
ど

に
行
く

と
、
当
時
あ
ん
な
に
大
き
か

っ
た
気

が
し
た
の
に
こ
ん
な
に
小
さ
な
と
こ

ろ
だ

っ
た
の
か
、
と
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
中
央
大
学
も
そ
う
感
じ
る

か
な
、
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
逆
で
、

や
は
り
白
亜
と
緑
の
偉
大
な
る
キ
ャ

ン
パ
ス
で
し
た
。

学
生
は
都
心
の
高
層
ビ
ル
や
イ
ン

テ
リ
ジ

ェ
ン
ト

・
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ

こ
が
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私

は
通
勤
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、
こ
ん

な
に
広
大
で
自
然
に
も
恵
ま
れ
た
大

学
ら
し

い
大
学
は
貴
重
な
の
で
は
、

と
思

い
始
め
て
い
ま
す
。
オ

ッ
ク
ス

フ
オ
ー
ド
大
し
か
り
、
ケ
ン
ブ
リ
ツ

ジ
大
し
か
り
。
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
は
就

職
す
れ
ば

い
や
と

い
う
ほ
ど
行
く
わ

け
で
、
ま
ず
は
後
輩
た
ち
に
こ
の
辺

か
ら
偉
大
な
母
校
の
あ
り
が
た
さ
を

語

っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
白

門
経
友
会

の
諸
先
輩
方
、
右
も
左
も

分
か
ら
ず

一
年
生
か
ら
の
出
発
と
な

り
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
ど
う
か
ご
指

導
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申

し
上
げ
ま
す
。

濱
岡
剛
教
授
壮
行
会
記
●
　
・●

幹
事
長
一風
間

俊
範
　
記

経
友
会
常
任
幹
事
の
濱
岡
剛
教
授
が

平
成
２３
年
４
月
よ

‐り
在
外
研
究
で
イ
ギ

リ
ス
に
行
く
こ
と
に
■
な
り
ま
し
た
。

先
生
は
長
年
、
会
の
諸
行
事
に
積
極

的
に
参
加
さ
れ
ヽ
ご
指
導
、
ア
ド
バ
ィ

ス
を
い
た
だ
ぎ
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
Ю

日
程
が
急
の
こ
と
で
ｔ
た
が
、
有
志

で
壮
行
会
を
３‐
■
２２
日

（月
）
に
大
学

近
く
の
沖
縄
料
理
店

　

「夕
凪
｝
で
奥

様
も
招
待
し
て
開
催
し
ま
し
た
ド
参
加

メ
ン
バ
ー
は
９
名
で
、
ほ
と
ん
ど
一が
イ

ギ
リ
ス
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
研
究

や
仕
事
で
行
か
れ
た
先
生
や
学
員
で
話

が
は
ず
み
楽
し
ぐ
過
ご
し
ま
し
た
。

濱
岡
先
生
の
奥
様
か
ら‐‐
出
発
ま
で
の

準
備
や
現
地
の
処
々
の
情
報
収
集
等
の

話
を
ほ
ほ
え
ま
し
く
聞
き
ま
し
た
。
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